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はじめに

国立大学法人及び大学共同利用機関法人（以下「国立大学法人等」という ）は、国立大学法人法に基づ。

き、中期目標期間における業務の実績について、文部科学省の国立大学法人評価委員会（以下「法人評価委

員会」という ）の評価を受けなければなりません。。

法人評価委員会は、この評価を行うに当たって、教育研究の状況についての評価の実施を独立行政法人大

学評価・学位授与機構（以下「機構」という ）に対して要請し、その評価結果を尊重することになってお。

り（国立大学法人法第34条 、機構は、法人評価委員会からの要請を受け、各国立大学法人等の中期目標の）

期間における業務の実績のうち、教育研究の状況についての評価（以下「教育研究評価」という ）を実施。

して、その結果を法人評価委員会に提供するとともに、公表します。

、 、機構が実施する教育研究評価は 教育研究の特性や国立大学法人等の運営の自主性・自立性に配慮しつつ

、 。国立大学法人等の教育研究水準の維持及び向上を図るとともに その個性的で多様な発展に資するものです

評価に当たっては、透明性・公正性を確保し、国立大学法人等の状況を分かりやすく示し、社会への説明責

任を果たします。

法人評価委員会は、評価結果を次期中期目標・中期計画の内容や、それに基づく運営費交付金等の算定に

反映させる観点から、５年度目に暫定評価を行うこととしており、これに従って、機構に対しても教育研究

評価の暫定評価を実施するよう要請しています。

これに基づき、機構は、平成20年度に暫定評価を実施します。

いうまでもなく、教育研究評価は、教育研究の質の向上と国立大学法人等の個性化に向けた主体的な取組

を支援・促進するためのものです。これを実効あるものとするためには、国立大学法人等が自ら厳正に自己

評価を行うことが前提となります。各国立大学法人等は、自己評価に基づいて実績報告書を作成し、法人評

価委員会を通じて機構に提出することになります。この作成要領は、実績報告書の作成方法を説明したもの

です。各国立大学法人等においては、本要領を基に適切かつ効果的な自己評価を実施し、実績報告書を作成

してください。
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第１部 教育研究評価の基本方針

１ 中期目標期間終了時の評価と機構への要請事項

(1) 文部科学省国立大学法人評価委員会が実施する評価

国立大学法人等は、国立大学法人法第34条で定めるところにより、中期目標期間における業務の実

績について、法人評価委員会の評価を受けることになっています。法人評価委員会は、当該中期目標

期間における業務実績の全体について総合的な評定を行います。このうち、教育研究の状況について

は、機構に評価の実施を要請し、その評価結果を尊重することになっています。

(2) 文部科学省国立大学法人評価委員会からの要請事項

教育研究評価を行うに当たって、法人評価委員会から、機構に対して次の要請がされています。

① 機構が行う教育研究評価は、ⅰ）中期目標の達成状況評価を実施する際に参照する、ⅱ）次期

の中期目標・中期計画の検討に資する、ⅲ）社会への説明責任を果たす、などの観点から、法人

評価委員会が各国立大学法人等ごとに定める教育研究組織（以下「学部・研究科等」という ）。

の現況分析（教育研究の水準と質の向上度）を参考に 「中期目標の達成状況」について行うこ、

と

② 評価結果を次期の中期目標・中期計画の内容や、それに基づく運営費交付金等の算定に反映さ

せる観点から、５年度目（平成20年度）に暫定評価を行うこと

中期目標期間終了時の評価の全体像
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２ 基本方針

前記の要請を受けて、機構は以下の基本方針に基づいて教育研究評価を実施します。

(1) 教育研究の質の向上と個性の伸長に資する

中長期的展望に立った教育研究を促す見地から、その継続的な質の向上と各国立大学法人等の個

性の伸長に向けた主体的な取組を支援・促進する評価を行います。

(2) 評価の透明性・公正性を確保し、社会に対する説明責任を果たす

国立大学法人等の教育研究の状況を適切に評価するため、国立大学法人等の教員及び国立大学法

人等の教育研究活動に関し、卓越した見識を有する方々によるピア・レビューを中心とした評価を

行います。評価者に対しては、共通理解の下で評価が行えるように、評価の目的、内容及び方法等

について十分な研修を行うことにより、評価の公正性を確保します。

機構には、社会と国立大学法人等の双方に開かれた組織であるとともに、常により良い大学評価

システムとなるよう、透明性・客観性を高めることが求められています。このため、評価方法、評

価の実施体制等について公表します。また、透明性を確保するために、評価結果を確定する前に、

当該国立大学法人等から意見の申立てを受ける機会を設けます。

評価結果は、広く社会に公表して、社会に対する説明責任を果たします。さらに、機構が保有する

評価に関する情報についても、可能な限り、ウェブサイトへの掲載等により提供します。

(3) 各法人の自己評価に基づく

教育研究評価は、教育研究の質の向上と国立大学法人等の個性化に向けた主体的な取組を、支援・

促進するためのものです。これを実効あるものとするためには、国立大学法人等が自ら厳正に自己評

価を行うことが前提となります。

機構は、国立大学法人等の行う自己評価を経て作成される実績報告書（根拠となる資料・データを

含みます）を分析し、評価します。

３ 内容

中期目標の達成状況の評価は、法人を構成している学部・研究科等の現況分析結果（教育研究の水準

及び質の向上度）を踏まえて、実施することになります。

(1) 学部・研究科等の現況分析

学部・研究科等の現況は、教育の水準及び質の向上度、研究の水準及び質の向上度を分析すること

により把握します。

「教育・研究の水準」は、学部・研究科等における教育・研究活動及びその成果について、評価時

点における状況を示すもので、学部・研究科等の教育あるいは研究の目的に照らして行います。

「質の向上度」は、法人化時点と評価時点の水準を比較して導かれるものですが、今回、評価時点

の水準に至るまでの教育・研究活動や成果の状況の改善、向上の内容を分析し、学部・研究科等の教

育あるいは研究目的に照らして判断します。

(2) 中期目標の達成状況評価

「達成状況評価」は、国立大学法人等ごとに法人全体を対象にして行います。中期目標の記載事項

のうち 「大学の教育研究等の質の向上に関する目標 、あるいは「研究機構の教育研究等の質の向上、 」

に関する目標」にそれぞれ掲げられている教育研究に関連する中期目標の項目及び中期計画の記載内

容について評価します。その際、中期計画に掲げる取組が機能しているか、中期目標期間中に教育研

究の質は向上したか、あるいは高い質が維持されているか、という点にも配慮し、学部・研究科等の

現況分析結果も参照して、総合的に評価を行います。
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第２部 実績報告書の作成方法

各国立大学法人等は 「実績報告書」を提出します 「実績報告書」は、以下に示す「学部・研究科等、 。

の現況調査表」及び「中期目標の達成状況に関する実績報告書」から構成されています。なお、機構が

評価結果を公表する際、実績報告書も併せて公表します。

教育研究評価（暫定評価）に係る実績報告書の構成

中期目標の達成状況に関する実績報告書

学部・研究科等の現況調査表

評価対象：学部・研究科等

学部・研究科等の現況分析
○ 教育の水準及び質の向上度
○ 研究の水準及び質の向上度

評価対象：法人全体

中期計画
（ 教育研究の質の向上」関係部「
分）の実施状況の分析

評価対象：法人全体

中期目標
（ 教育研究の質の向上」関係部「
分）の達成状況に関する評価

必要に応じて
参照
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第１章 学部・研究科等の現況調査表

学部・研究科等の現況調査表は、教育研究活動及びその成果の状況（水準や質の向上度）を「教育」と

「研究」に分けて作成してください。

第１節 教育に関する現況調査表

１ 目的と特徴の記載

教育の水準及び質の向上度の分析は、学部・研究科等が設定している教育目的に照らして行います

ので、各学部、研究科等それぞれの目的の記載が不可欠です。ここでいう目的とは、それぞれの学部

・研究科等が教育活動を実施する上での基本方針、達成しようとする基本的な成果等を指します。

目的の記載に当たっては、各学部・研究科等の個性や特色が理解できるよう、また、中期目標に記

、 、載している大学の基本的な目標 あるいは教育研究等の質の向上に関する目標との関連が分かるよう

配慮してください。各学部・研究科等の目的に対する理解を深めるために、踏まえておく必要がある

と考えられる組織の特徴や特色、入学者の状況等についても、分かりやすく記述してください。

２ 分析項目及び基本的な観点

、 。教育の水準は 評価時点における各学部・研究科等の教育活動及びその成果の状況から判断します

このため、機構は、以下の５つの分析項目を定め、各分析項目に基本的な観点を設定しています。な

お、基本的な観点のほかにも、各学部・研究科等の目的や状況に照らして独自の観点を設定すること

ができます。

教育水準分析項目と基本的な観点

Ⅰ 教育の実施体制 ○ 基本的組織の編成

○ 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制

Ⅱ 教育内容 ○ 教育課程の編成

○ 学生や社会からの要請への対応

Ⅲ 教育方法 ○ 授業形態の組合せと学習指導法の工夫

○ 主体的な学習を促す取組

Ⅳ 学業の成果 ○ 学生が身に付けた学力や資質・能力

○ 学業の成果に関する学生の評価

Ⅴ 進路・就職の状況 ○ 卒業（修了）後の進路の状況

○ 関係者からの評価



- 5 -

３ 分析項目ごとの水準の判断

教育の水準は、前記の分析項目の全ての観点ごとに分析を行い、その結果を総合した上で、分析項

目ごとにそれぞれの学部・研究科等が想定する関係者 の期待に応えているか、という視点で判断し注）

てください。

注）当該学部・研究科等の教育活動やその成果を、直接的、間接的に享受する人々や組織を指

します。具体的には、在校生・受験生及びその家族、卒業（修了）生、卒業（修了）生の

雇用者、当該学部・研究科等と関係のある地域社会等が想定されます。

(1) 観点ごとの分析の留意点

各基本的な観点ごとに、その状況が明確になるよう、根拠となる資料・データを示し、記述し

てください。なお、独自の観点を設定する場合は、観点の名称とその設定した理由を簡潔に記述

してください。

(2) 分析項目ごとの教育水準の判断

分析項目ごとに 「観点ごとの分析」の結果を総合した上で、以下に示す４段階の判断の中で、

もっとも適切と思われる段階を選択し、その判断理由を記述してください。

判断を示す記述 判断の際の考え方

期待される水準を 取組や活動、成果の状況が非常に優れており、それぞれの学部・研究
大きく上回る 科等で想定する関係者の期待を大きく上回ると判断される場合

期待される水準を 取組や活動、成果の状況が優れており、それぞれの学部・研究科等で
上回る 想定する関係者の期待を上回ると判断される場合

期待される水準に 取組や活動、成果の状況は良好であり、それぞれの学部・研究科等で
ある 想定する関係者の期待に応えていると判断される場合

期待される水準を 取組や活動、成果の状況に問題があり、それぞれの学部・研究科等で
下回る 想定する関係者の期待に応えられていないと判断される場合

４ 質の向上度の判断

質の向上度は、法人化時点の教育水準と評価時点の教育水準を比較・分析して、判断します。学部

・研究科等の教育目的に照らして、水準の向上があったと判断する取組（改善・向上事例）を示し、

その向上の程度を示すデータとともに、判断理由を簡潔に記述してください。なお、記述に当たって

は、該当する分析項目を明記してください。また、法人化以降、高い水準を維持していると判断する

場合は、高い水準を維持していることを示す資料・データとともに、判断理由を記述してください。

各国立大学法人等から提出される現況調査表では、質の向上度についての段階判断は求めません。

しかし、機構の評価報告書では、現況調査表に記述された改善・向上事例について、以下に示す区分

で段階判定を行い、注目すべき質の向上の指摘を行います。
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（参考）

質の向上度の段階判定の区分表

判断を示す記述

大きく改善、向上している 又は 高い質（水準）を維持している

注）どちらかを選択

相応に改善・向上している

改善・向上しているとは言えない

５ 現況調査表の構成・様式と記述に当たっての留意事項

(1) 構成・様式

、 （ ） 。現況調査表の構成・様式については ８～９頁 を参照してください「 」７ 現況調査表イメージ

現況調査表の様式は、以下のとおりです。なお、現況調査表の様式ファイルは、機構のウェブサイト

（http://www.niad.ac.jp）に、一太郎版及びMS-Word版を用意してあります。

、 、 （ 、① 学部・研究科等の現況調査表は Ａ４縦長・横書きとし １頁2,000字 明朝体10.5ポイント

40字×50行）で作成し、両面印刷としてください。

② 原則として、日本語は明朝体で全角、英字は明朝体で半角、一桁の数字は明朝体で全角、二桁

以上の数字は明朝体で半角を、それぞれ使用してください。

③ 目次を付し、各学部・研究科等の頁以降、中央下に通し番号を付けてください。

④ 各頁の右上に大学等及び学部・研究科等名を記述してください （表紙や目次を除く ）。 。

⑤ 「分析項目ごとの水準の判断」の頁には、各頁の右上に④の大学等及び学部・研究科等名に加

え、分析項目の番号を記述してください。

(2) 記述に当たっての留意事項

① 字数の上限

「○○学部の教育目的と特徴 「分析項目ごとの水準の判定 「質の向上度の判断」を合わせて、」 」

１つの学部・研究科等当たり9,000字以内で記述してください。なお、分析項目、基本的な観点の

名称の文字数や本文中に記載する資料・データはそれに含めません。

② 根拠となる資料・データの示し方

ⅰ）資料・データは、基本として 「観点に係る状況」の本文との関係が容易に確認できる位置、

に、本文が読みにくくならないように記載してください （コピーの貼り付けや差込でも構い。

ません ）その際、資料・データには、その名称や出典を明記してください。。

ⅱ）資料・データを本文中に記載することによって読みにくくなる場合、又は、不開示情報等公

。 、 。表にふさわしくない場合には別添としてください この場合は 以下の点に注意してください

・原則としてＡ４縦長の用紙に項目の順に掲載し、両面印刷とした上で、頁数を付してくださ

い。

・別添資料・データは、10頁以内としてください。なお、必要に応じてインデックス等を付す

、 。などの工夫を行う場合には インデックス等を付さない原稿を１部余分に提出してください

ⅲ）資料・データには、必ず番号を付し、本文中で参照を促す際には、資料・データ番号を示し

てください。また、必要な部分のみを抜粋した上で掲載し、参照すべき箇所がどこかを明示し

てください。
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ⅳ）同一の資料・データを複数回参照する場合には、１回のみ掲載し、他の分析項目等の説明で

参照する箇所では、資料・データ番号及び該当頁を示してください。

ⅴ）資料・データには、大学や学部、研究科等で作成した自己評価報告書や外部評価報告書の該

当部分等も活用できます。

ⅵ）機構の評価に当たり、資料・データが不足していると判断される場合には、関係資料の追加

提出を求めることがあります。

ⅶ）別紙２「 教育水準」の分析に当たって根拠となる資料・データ例 （26～28頁参照）に、根「 」

拠となる資料・データの例示を掲載しましたので、参考にしてください。

６ 現況調査表の作成プロセス

学部・研究科等の現況分析 【第１章 第１節 ４～５頁】Ⅰ

１ 目的と特徴の記載

２ 分析項目ごとの水準の判断

観点に係る状況の分析

水準の段階判断及びその理由

３ 質の向上度の判断

教育の質の向上があったと判断する取組（改善・向上事例）及び理由

学部・研究科等の現況調査表の作成 【第１章 第１節 ６～７頁】Ⅱ
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７ 現況調査表イメージ

○○大学○○学部

○○学部

Ⅰ ○○学部の教育目的と特徴 ・・・・・1-2

Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 ・・・・・1-3

分析項目Ⅰ 教育の実施体制 ・・・・1-3

分析項目Ⅱ 教育内容 ・・・・・・・1-○

分析項目Ⅲ 教育方法 ・・・・・・・1-○

分析項目Ⅳ 学業の成果 ・・・・・・1-○

分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 ・・・1-○

Ⅲ 質の向上度の判断 ・・・・・・・・・1-○

－1-1－

学部・研究科等の現況調査表

教 育

平成２０年○月

○○大学

目 次

1-1１．○○学部

2-1２．△△学部

3-1３．□□研究科

4-1４．◇◇研究科

・

・

・

・

・

・

・

・

○○大学○○学部

○○学部の教育目的と特徴Ⅰ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・
・
・
・
・
・
・

－1-2－
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・・・・・・・・・・・・・・・・

注）教育に関する学部・研究科等の現況調査表は、評価報告書として評価結果を公表する際、併せて公表
します。

○○大学○○学部

質の向上度の判断Ⅲ

① 事例１「・・・ （分析項目○）」
（質の向上があったと判断する取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・

② 事例１「・・・ （分析項目○）」
（質の向上があったと判断する取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・

③ 事例１「・・・ （分析項目○）」
（質の向上があったと判断する取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・

・
・
・
・
・
・

－1-○－

Ⅰ Ⅱ○○大学○○学部 分析項目 .
分析項目ごとの水準の判断Ⅱ

分析項目 教育の実施体制Ⅰ
（１）観点ごとの分析

観点 基本的組織の編成

（観点に係る状況） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （資料・データ等番号）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制

（観点に係る状況） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）分析項目の水準及びその判断理由
（水準 ・・・・・・・・・・・・・）
（判断理由 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

分析項目 教育内容Ⅱ
（１）観点ごとの分析

観点 教育課程の編成

（観点に係る状況） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

観点 学生や社会からの要請への対応

（観点に係る状況） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）分析項目の水準及びその判断理由
（水準 ・・・・・・・・・・・・・）
（判断理由 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

－1-3－

○○大学△△学部

△△学部

Ⅰ △△学部の教育目的と特徴 ・・・・・2-2

Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 ・・・・・2-3

分析項目Ⅰ 教育の実施体制 ・・・2-3

分析項目Ⅱ 教育内容 ・・・・・・・2-○

分析項目Ⅲ 教育方法 ・・・・・・・2-○

分析項目Ⅳ 学業の成果 ・・・・・・2-○

分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 ・・・2-○

Ⅲ 質の向上度の判断 ・・・・・・・・・2-○

－2-1－
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第２節 研究に関する現況調査表

１ 目的と特徴の記載

研究の水準及び質の向上度の分析は、学部・研究科等が設定している研究目的に照らして行います

ので、各学部、研究科等それぞれの目的の記載が不可欠です。ここでいう目的とは、それぞれの学部

・研究科等が研究活動を実施する上での基本方針、方向性、達成しようとする基本的な成果等を指し

ます。

目的の記載に当たっては、各学部・研究科等の個性や特色が理解できるよう、また、中期目標に記

載している大学（又は研究機構）の基本的な目標、あるいは教育研究等の質の向上に関する目標との

関連が分かるよう、配慮してください。各学部・研究科等の目的に対する理解を深めるために、踏ま

えておく必要があると考えられる組織の特徴や特色等についても、分かりやすく記述してください。

２ 分析項目及び基本的な観点

、 。研究の水準は 評価時点における各学部・研究科等の研究活動及びその成果の状況から判断します

このため、機構は、以下の２つの分析項目を定め、各分析項目に基本的な観点を設定しています。な

お、基本的な観点のほかにも、各学部・研究科等の目的や状況に照らして独自の観点を設定すること

ができます。

研究水準分析項目と基本的な観点

Ⅰ 研究活動の状況 ○ 研究活動の実施状況

○ 共同利用を目的とする組織における共同利用・共同研究の実施状況

Ⅱ 研究成果の状況 ○ 組織を代表する優れた研究業績を基に判断される研究成果の状況

３ 分析項目ごとの水準の判断

研究の水準は、前記の分析項目の全ての観点ごとに分析を行い、その結果を総合した上で、分析項

目ごとにそれぞれの学部・研究科等が想定する関係者 の期待に応えているか、という視点で判断し注）

てください。

注）当該学部・研究科等の研究活動やその成果を、直接的、間接的に享受する人々や組織を指

します。具体的には、学術面では関係する学界等、社会、経済、文化面では地域社会等が

想定されます。

(1) 学部・研究科等を代表する優れた研究業績の選定

分析項目Ⅱ「研究成果の状況」については、組織の目的に照らして代表すると判断する業績

のうち、以下の判断基準に基づき、上位２つの区分（Ｓ及びＡ）に該当する研究業績を選定し

た上で、水準を判断してください。選定した業績については、別紙４「学部・研究科等を代表

する優れた研究業績リスト及び学部・研究科等を代表する優れた研究業績説明書 （31～38頁」

参照）を作成してください。ただし、選定（提出）する研究業績数は、平成19年５月１日に在

籍している助教以上の専任教員数の50％を上限とします。

共同利用を目的とする組織（大学共同利用機関や大学の全国共同利用施設等）にあっては、

共同利用・共同研究による成果を含めることができます。選定（提出）する業績数は、前記の

、 、 、上限に拘らず 平成19年５月１日に在籍している助教以上の専任教員数を上限とし そのうち
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共同利用・共同研究による成果の占める割合については、各組織において判断してください。

○研究業績の判断基準

判断は、 、 のいずれかの視点で行ってください。1）学術面 ２）社会、経済、文化面

１）学術面

Ｓ：当該領域において、卓越した水準にある

Ａ：当該領域において、優秀な水準にある

Ｂ：当該領域において、良好な水準にある

Ｃ：当該領域において、標準的な水準にある

Ｄ：当該領域において、標準的な水準に達していない

２）社会、経済、文化面

Ｓ：社会、経済、文化の領域において、貢献度が卓越した水準にある

Ａ：社会、経済、文化の領域において、貢献度が優秀な水準にある

Ｂ：社会、経済、文化の領域において、貢献度が良好な水準にある

Ｃ：社会、経済、文化の領域において、貢献度が標準的な水準にある

Ｄ：社会、経済、文化の領域において、貢献度が標準的な水準に達していない

(2) 観点ごとの分析の留意点

各基本的な観点ごとに、その状況が明確になるよう、根拠となる資料・データを示し、記述し

てください。なお、独自の観点を設定する場合は、観点の名称とその設定した理由を簡潔に記述

してください。

なお、分析項目Ⅱ「研究成果の状況」については「(1)学部・研究科等を代表する優れた研究

業績の選定」で作成する「学部・研究科等を代表する優れた研究業績リスト及び学部・研究科等

を代表する優れた研究業績説明書」を基に、研究成果の状況が、関係者の期待に応えているかに

ついて記述してください。

(3) 分析項目ごとの研究水準の判断

分析項目ごとに 「観点ごとの分析」の結果を総合した上で、以下に示す４段階の判断の中で、

もっとも適切と思われる段階を選択し、その判断理由を記述してください。

判断を示す記述 判断の際の考え方

期待される水準を 取組や活動、成果の状況が非常に優れており、それぞれの学部・研究
大きく上回る 科等で想定する関係者の期待を大きく上回ると判断される場合

期待される水準を 取組や活動、成果の状況が優れており、それぞれの学部・研究科等で
上回る 想定する関係者の期待を上回ると判断される場合

期待される水準に 取組や活動、成果の状況は良好であり、それぞれの学部・研究科等で
ある 想定する関係者の期待に応えていると判断される場合

期待される水準を 取組や活動、成果の状況に問題があり、それぞれの学部・研究科等で
下回る 想定する関係者の期待に応えられていないと判断される場合
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４ 質の向上度の判断

質の向上度は、法人化時点の研究水準と評価時点の研究水準を比較・分析して、判断します。学部

・研究科等の研究目的に照らして、水準の向上があったと判断する取組（改善・向上事例）を示し、

その向上の程度を示すデータとともに、判断理由を簡潔に記述してください。なお、記述に当たって

は、該当する分析項目を明記してください。また、法人化以降、高い水準を維持していると判断する

場合は、高い水準を維持していることを示す資料・データとともに、判断理由を記述してください。

各国立大学法人等から提出される現況調査表では、質の向上度についての段階判断は求めません。

しかし、機構の評価報告書では、現況調査表に記述された改善・向上事例について、以下に示す区分

で段階判定を行い、注目すべき質の向上の指摘を行います。

（ ）参考

質の向上度の段階判定の区分表

判断を示す記述

大きく改善、向上している 又は 高い質（水準）を維持している

注）どちらかを判断

相応に改善・向上している

改善・向上しているとは言えない

５ 現況調査表の構成・様式と記述に当たっての留意事項

(1) 構成・様式

、 （ ） 。現況調査表の構成・様式については 14～15頁 を参照してください「 」７ 現況調査表イメージ

現況調査表の様式は、以下のとおりです。なお、現況調査表の様式ファイルは、機構のウェブサイト

（http://www.niad.ac.jp）に、一太郎版及びMS-Word版を用意してあります。

、 、 （ 、① 学部・研究科等の現況調査表は Ａ４縦長・横書きとし １頁2,000字 明朝体10.5ポイント

40字×50行）で作成し、両面印刷としてください。

② 原則として、日本語は明朝体で全角、英字は明朝体で半角、一桁の数字は明朝体で全角、二桁

以上の数字は明朝体で半角を、それぞれ使用してください。

③ 目次を付し、各学部・研究科等の頁以降、中央下に通し番号を付けてください。

④ 各頁の右上に大学等及び学部・研究科等名を記述してください （表紙や目次を除く ）。 。

⑤ 「分析項目ごとの水準の判断」の頁には、各頁の右上に④の大学等及び学部・研究科等名に加

え、分析項目の番号を記述してください。

(2) 記述に当たっての留意事項

① 字数の上限

「○○学部の研究目的と特徴 「分析項目ごとの水準の判断 「質の向上度の判断」を合わせて、１」 」

。 、 「 」つの学部・研究科等当たり6,000字以内で記述してください ただし 分析項目Ⅱ 研究成果の状況

の記述に当たっては、選定（提出）する業績数が50を超える場合、100業績増えるごとに1,000字加算

することができます （例：選定（提出）する業績数が51～150で7,000字、151～250で8,000字以内）。

、 、 。なお 分析項目 基本的な観点の名称の文字数や本文中に記載する資料・データはそれに含めません
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根拠となる資料・データの示し方②

ⅰ）資料・データは、基本として 「観点に係る状況」の本文との関係が容易に確認できる位置、

に、本文が読みにくくならないように記載してください （コピーの貼り付けや差込でも構い。

ません ）その際、資料・データには、その名称や出典を明記してください。。

ⅱ）資料・データを本文中に記載することによって読みにくくなる場合、又は、不開示情報等公

。 、 。表にふさわしくない場合には別添としてください この場合は 以下の点に注意してください

・原則としてＡ４縦長の用紙に項目の順に掲載し、両面印刷とした上で、頁数を付してくださ

い。

・別添資料・データは、６頁以内としてください。なお、必要に応じてインデックス等を付す

、 。などの工夫を行う場合には インデックス等を付さない原稿を１部余分に提出してください

ⅲ）資料・データには、必ず番号を付し、本文中で参照を促す際には、資料・データ番号を示し

てください。また、必要な部分のみを抜粋した上で掲載し、参照すべき箇所がどこかを明示し

てください。

ⅳ）同一の資料・データを複数回参照する場合には、１回のみ掲載し、他の分析項目等の説明で

参照する箇所では、資料・データ番号及び該当頁を示してください。

ⅴ）資料・データには、大学等や学部、研究科等で作成した自己評価報告書や外部評価報告書の

該当部分等も活用できます。

ⅵ）機構の評価に当たり、資料・データが不足していると判断される場合には、関係資料の追加

提出を求めることがあります。

ⅶ）別紙３「 研究水準」の分析に当たって根拠となる資料・データ例 （29～30頁参照）に、根「 」

拠となる資料・データの例示を掲載しましたので、参考にしてください。

６ 現況調査表の作成プロセス

学部・研究科等の現況分析 【第１章 第２節 10～12頁】Ⅰ

１ 目的と特徴の記載

２ 分析項目ごとの水準の判断

○学部・研究科等を代表する優れた研究業績の選定
（分析項目Ⅱ「研究成果の状況」の分析で使用）

○観点に係る状況の分析

水準の段階判断及びその理由

３ 質の向上度の判断

研究の質の向上があったと判断する取組（改善・向上事例）及び理由

学部・研究科等の現況調査表の作成 【第１章 第２節 12～13頁】Ⅱ



- 14 -

７ 現況調査表イメージ

○○大学○○学部

○○学部

Ⅰ ○○学部の研究目的と特徴 ・・・・・1-2

Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 ・・・・・1-3

分析項目Ⅰ 研究活動の状況 ・・・・1-3

分析項目Ⅱ 研究成果の状況 ・・・・1-○

Ⅲ 質の向上度の判断 ・・・・・・・・・1-○

－1-1－

学部・研究科等の現況調査表

研 究

平成２０年○月

○○大学

目 次

1-1１．○○学部

2-1２．△△学部

3-1３．□□研究科

4-1４．◇◇研究科

5-1５ ◎◎研究所

・

・

・

・

・

・

・

・

○○大学○○学部

○○学部の研究目的と特徴Ⅰ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・
・
・
・
・
・
・

－1-2－
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・・・・・・・・・・・・・・・・

注１ 「学部・研究科等を代表する優れた研究業績リスト及び学部・研究科等を代表する優れた研究業績）
説明書」を添付してください。

注２）研究に関する学部・研究科等の現況調査表は、評価報告書として評価結果を公表する際、併せて公
表します。

○○大学○○学部

質の向上度の判断Ⅲ

① 事例１「・・・ （分析項目○）」
（質の向上があったと判断する取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・

② 事例２「・・・ （分析項目○）」
（質の向上があったと判断する取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・

③ 事例３「・・・ （分析項目○）」
（質の向上があったと判断する取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・

・
・
・
・
・
・

－1-○－

○○大学△△学部

△△学部

Ⅰ △△学部の研究目的と特徴 ・・・・・2-2

Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 ・・・・・2-3

分析項目Ⅰ 研究活動の状況 ・・・・2-3

分析項目Ⅱ 研究成果の状況 ・・・・2-○

Ⅲ 質の向上度の判断 ・・・・・・・・・2-○

－2-1－

Ⅰ Ⅱ○○大学○○学部 分析項目 .
分析項目ごとの水準の判断Ⅱ

分析項目 研究活動の状況Ⅰ
（１）観点ごとの分析

観点 研究活動の実施状況

（観点に係る状況） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （資料・データ等番号）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

観点 共同利用を目的とする組織における共同利用・共同研究の実施状況

（観点に係る状況） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）分析項目の水準及びその判断理由
（水準 ・・・・・・・・・・・・・）
（判断理由 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

分析項目 研究成果の状況Ⅱ
（１）観点ごとの分析

観点 組織を代表する優れた研究業績を基に判断される研究成果の状況

（観点に係る状況） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・
（２）分析項目の水準及びその判断理由
（水準 ・・・・・・・・・・・・・）
（判断理由 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

－1-3－
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第２章 中期目標の達成状況に関する実績報告書

中期目標は、大多数の国立大学法人等では、次のような構成になっています。

［国立大学法人］

〈大学の基本的な目標〉

〈大学の教育研究等の質の向上に関する目標〉

（教育に関する目標）

、 、 、(1)教育の成果に関する目標 (2)教育内容等に関する目標 (3)教育の実施体制等に関する目標

(4)学生への支援に関する目標

（研究に関する目標）

(1)研究水準及び研究の成果等に関する目標、(2)研究実施体制等の整備に関する目標

（その他の目標）

(1)社会との連携、国際交流等に関する目標

［大学共同利用機関法人］

〈研究機構の基本的な目標〉

〈研究機構の教育研究等の質の向上に関する目標〉

（研究に関する目標）

(1)研究水準及び研究の成果等に関する目標、(2)研究実施体制等の整備に関する目標

（共同利用等に関する目標）

(1)共同利用等の内容・水準に関する目標、(2)共同利用等の実施体制等に関する目標

（教育に関する目標）

(1)大学院への教育協力に関する目標、(2)人材養成に関する目標

（その他の目標）

(1)社会との連携、国際交流等に関する目標

１ 法人の特徴の記載

各法人は、それぞれ、各学部・研究科等の構成が異なり、また、それぞれが歴史や立地条件、社

会の要請等を踏まえた教育研究を展開していることに配慮する必要があります。このため、各法人

に対する理解を深めるために、中期目標に記載している大学（又は研究機構）の基本的な目標を補

完する観点から、必要と考えられる法人の特徴や特色について、記述してください。

２ 自己評価の項目

中期目標の達成状況の自己評価に当たっては、まず、中期目標を以下の３階層（ 大項目 「中項「 」、

目 「小項目 ）に区分し、小項目から順次評価を積み上げて最終的に中項目の評価を導きます。」、 」
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【国立大学法人】

「大項目」 「中項目」 「小項目」

１．教育に関する目標 (1)教育の成果に関する目標 各「中項目」の下に定め
(2)教育内容等に関する目標 られている個々の目標
(3)教育の実施体制等に関する目標
(4)学生への支援に関する目標

２．研究に関する目標 (1)研究水準及び研究の成果等に関する目標 同上
(2)研究実施体制等の整備に関する目標

３．社会との連携、国際 (1)社会との連携、国際交流等に関する目標 同上
交流等に関する目標

【大学共同利用機関法人】

「大項目」 「中項目」 「小項目」

１．研究に関する目標 (1)研究水準及び研究の成果等に関する目標 各「中項目」の下に定め
(2)研究実施体制等の整備に関する目標 られている個々の目標

２．共同利用等に関する (1)共同利用等の内容・水準に関する目標 同上
目標 (2)共同利用等の実施体制等に関する目標

３．教育に関する目標 (1)大学院への教育協力に関する目標 同上
(2)人材養成に関する目標

４．社会との連携、国際 (1)社会との連携、国際交流等に関する目標 同上
交流等に関する目標

３ 小項目ごとの達成状況の判断

小項目ごとの達成状況の判断は、最初に、各小項目に関連する中期計画ごとの分析を行い、それ

に基づいて、小項目ごとに達成状況の判断を導くという順序で行ってください。

(1) 中期計画ごとの分析

① 各小項目に掲げる目標を達成するための措置や具体的方策等（以下「措置等」という ）の分。

。 、 、析を行います 措置等の性格・内容により 学部・研究科等ごとの状況の分析が必要な場合には

それを踏まえた上で行ってください。

② 中期計画の分析に当たっては、次の点に留意してください。

ⅰ 「中期計画に係る状況」については、小項目との関連を踏まえて、中期目標期間中の４年間）

。 、 、の実績の分析を簡潔に記述してください その際 取組や活動の内容及び成果の状況について

当該中期計画の実施状況（達成状況）が明確に理解できるよう、根拠となる資料・データを示

してください。

ⅱ）学部・研究科等ごとの状況の分析が必要な場合には、法人として重視した学部・研究科等の

事例や、典型的な事例を記述してください。

(2) 小項目ごとの達成状況の判断

① 小項目ごとに、関連する中期計画の分析結果を総合した上で、以下に示す４段階の判断の中で

もっとも適切と思われる段階を選択し、その判断理由を記述してください。
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判断を示す記述 判断の際の考え方

目標の達成状況が 取組や活動、成果の状況からみて、目標の達成状況が非常に優れてい
非常に優れている ると判断される場合

目標の達成状況が 取組や活動、成果の状況からみて、目標の達成状況が優れていると判
断される場合優れている

目標の達成状況が 取組や活動、成果の状況からみて、目標の達成状況が良好であると判
良好である 断される場合

目標の達成状況が 取組や活動、成果の状況からみて、目標の達成状況が不十分であると
不十分である 判断される場合

② 小項目の達成状況の判断に当たっては、次の点に留意してください。

ⅰ）関連する中期計画の分析結果をまとめる際には、教育研究の質は向上したか、あるいは、高

い質は維持されているか、という視点も含めて記述してください。

ⅱ）国立大学法人等において特に重視した中期計画がある場合には、それが分かるように記述し

てください。

ⅲ）中期計画に記載されていない措置等であっても、小項目に即して顕著な成果が上がっている

と判断する取組については、判断の根拠に含めることができます。

４ 中項目ごとの達成状況の判断

中期目標の達成状況は、上記「３ 小項目ごとの達成状況の判断」を基に、中項目ごとにとりま

とめてください。その際 「学部・研究科等の現況分析」の結果も参照してください。また、記述に、

当たっては 「教育に関する目標 「研究に関する目標」等の大項目ごとに頁を改めてください。、 」

(1) 中項目ごとの達成状況の判断

① 中項目ごとに、各小項目の達成状況の判断をとりまとめ、当該中項目全体に係る自己評価の内

容を記述してください。

記述に当たっては、上記３(2)の「判断の際の考え方 「判断を示す記述」を参考に４段階の」、

中でもっとも適切と思われる段階を選択し、その判断理由を記述してください。

② 記述に当たっては、関連する「小項目の達成状況の判断」の結果を総合する際に、特に重視し

た小項目がある場合等は、それが分かるようにしてください。

(2) 優れた点、改善を要する点、特色ある点の記述

中項目ごとに 「優れた点 「改善を要する点 「特色ある点」があれば、次の判断基準を参、 」、 」、

考にして、記述してください。該当する点がない場合には「該当なし」と記述してください。

【優れた点】

優れた成果を出した取組であると判断するものや、注目すべき質の向上があると判断す

るもの

【改善を要する点】

中期目標の達成に向けて、本評価の時期までに改善を要すると判断するもの

【特色ある点】

それぞれの個性を踏まえたユニークな取組であると判断するものや、結果的に十分な成

果は出ていなくても、先進的な取組や意欲的な取組であると判断するもの
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５ 実績報告書の構成・様式と記述に当たっての留意事項

(1) 構成・様式

実績報告書の構成・様式については （22～23頁）を参照してくださ、「７ 実績報告書イメージ」

い。実績報告書の様式は、下記のとおりです。なお、実績報告書の様式ファイルは、機構のウェブ

サイト（http://www.niad.ac.jp）に、一太郎版及びMS-Word版を用意してあります。

① 中期目標の達成状況に関する実績報告書は、Ａ４縦長・横書きとし、１頁2,000字（明朝体10.

5ポイント、40字×50行）で作成し、両面印刷としてください。

② 原則として、日本語は明朝体で全角、英字は明朝体で半角、一桁の数字は明朝体で全角、二

桁以上の数字は明朝体で半角を、それぞれ使用してください。

③ 目次を付け 「法人の特徴」の頁以降、中央下に通し番号を付けてください。、

④ 各頁の右上に大学等名を記述してください （表紙を除く ）。 。

⑤ 「中期目標ごとの自己評価」の頁には、各頁の右上に④の大学等名に加え 「教育に関する目、

標」の場合には「教育 「研究に関する目標」の場合には「研究 「社会との連携、国際交流等」、 」、

に関する目標」の場合には「社会連携 「共同利用等に関する目標」の場合には「共同利用」」、

と、それぞれ記述してください。

(2) 記述に当たっての留意事項

① 字数の上限

字数制限は 「法人の特徴 「中期目標ごとの自己評価」を合わせた総字数の制限としますが、、 」

国立大学法人等の規模により異なります。大規模大学（構成する学部・研究科数が６以上）は70,

、 （ ） 、 、 、000字以内 中規模大学 構成する学部・研究科数が２～５ は40,000字以内 教育学系 工学系

医学系の大学又は前記に含まれない大学は20,000字以内、大学共同利用機関法人は15,000字×大

学共同利用機関数以内で記述してください。なお、中期計画、小項目、中項目の文字数や本文中

に記載する資料・データは含みません。

② 根拠となる資料・データの示し方

ⅰ）資料・データは、基本として 「関連する中期計画の分析」の本文との関係が容易に確認で、

きる位置に、本文が読みにくくならないように記載してください （コピーの貼り付けや差込。

でも構いません ）その際、資料・データには、その名称や出典を明記してください。。

ⅱ）資料・データを本文中に記載することによって読みにくくなる場合、又は、不開示情報等公

表にふさわしくない場合には、別添としてください。この場合は、以下の点に注意してくださ

い。

・原則としてＡ４縦長の用紙に項目の順に掲載し、両面印刷とした上で、頁数を付してくださ

い。

・中項目の境目ごとに間紙（色紙等）を入れてください。

・別添資料・データは、本文の頁数の２倍以内としてください。なお、必要に応じてインデッ

クス等を付すなどの工夫を行う場合には、インデックス等を付さない原稿を１部余分に提出

してください。

ⅲ）資料・データには、必ず番号を付し、本文中で参照を促す際には、資料・データ番号を示し

てください。また、必要な部分のみを抜粋した上で掲載し、参照すべき箇所がどこかを明示し

てください。

ⅳ）同一の資料・データを複数回参照する場合には、１回のみ掲載し、他の項目等の説明で参照

する箇所では、資料・データ番号及び該当頁を示してください。

ⅴ）資料・データには、大学等や学部、研究科等で作成した自己評価報告書や外部評価報告書の

該当部分等も活用できます。

ⅵ）機構の評価に当たり、資料・データが不足していると判断される場合には、関係資料の追加

提出を求めることがあります。
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③重点的に取り組む領域の資料作成

ⅰ 「重点的に取り組む領域」とは、各法人が中期目標・中期計画に記載している重点的に取り）

組む研究を指します。なお、大学共同利用機関法人の「共同利用等に関する目標」に記載の共

同利用等も含みます。

ⅱ）個々の重点的に取り組む領域の調査・分析に当たっては、研究業績の水準の判断が必要とな

ります。従って、別紙５「重点的に取り組む領域説明書及び重点的に取り組む領域に係る優れ

た研究業績説明書 （39～46頁参照）の資料を作成し 「中期目標の達成状況に関する実績報告」 、

書」とは別に、提出してください。

なお 「重点的に取り組む領域」を中期目標・中期計画に当初明記していない場合でも、その、

後、重点的に実施されるようになった研究の状況をここに含めることができます。それについ

て「中期目標の達成状況に関する実績報告書」に記述する場合には、別紙５「重点的に取り組

む領域説明書及び重点的に取り組む領域に係る優れた研究業績説明書」を作成してください。
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６ 実績報告書の作成プロセス

中期目標の達成状況の自己評価 【第２章 16～18頁】Ⅰ

１ 法人の特徴の記載

２ 中期目標ごとの自己評価

各小項目に関係する中期計画ごとの分析

小項目ごとの達成状況の判断及びその理由

中項目ごとの達成状況の判断及びその理由

優れた点、改善を要する点、特色ある点の記述（中項目ごと）

中期目標の達成状況に関する実績報告書の作成 【第２章 19～20頁】Ⅱ
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７ 実績報告書イメージ

中期目標の達成状況に関する

実績報告書

平成２０年○月
○○大学

○○大学

目 次

Ⅰ 法人の特徴 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１

Ⅱ 中期目標ごとの自己評価

１ 教育に関する目標 ・・・・・・・・・・・・・・・・２

２ 研究に関する目標 ・・・・・・・・・・・・・・・・○

３ 社会との連携，国際交流等に関する目標 ・・・・・・○

○○大学

法人の特徴Ⅰ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・
・
・
・
・
・
・

－1－

○○大学 教育

中期目標ごとの自己評価Ⅱ

１ 教育に関する目標（大項目）

（１）中項目１｢・・・・・・]の達成状況分析

①小項目の分析
○小項目１「・・・・・・」の分析
a)関連する中期計画の分析
●「・・・・」に係る状況
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （資料・データ等番号）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 資料データの内容
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （出典）
●「・・・・」に係る状況

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・
・

b)「小項目１」の達成状況
（達成状況の判断 ・・・・・・・・・・・）
（判断理由 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）

○小項目２「・・・・・・」の分析
・
・

②中項目１の達成状況
（達成状況の判断 ・・・・・・・・・・・・）
（判断理由 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
③優れた点及び改善を要する点等
（優れた点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）
（改善を要する点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）
（特色ある点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）

（２）中項目２｢・・・・・・]の達成状況分析
・
・

－2－
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注１ 「重点的に取り組む領域説明書及び重点的に取り組む領域に係る優れた研究業績説明書」を添付して）

ください。

注２）中期目標の達成状況に関する実績報告書は、評価報告書として評価結果を公表する際、併せて公表し

ます。

○○大学 研究

２ 研究に関する目標（大項目）

（１）中項目１｢・・・・・・]の達成状況分析

①小項目の分析
○小項目１「・・・・・・」の分析
a)関連する中期計画の分析
●「・・・・」に係る状況
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （資料・データ等番号）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

資料データの内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （出典）
●「・・・・」に係る状況

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・
・

b)「小項目１」の達成状況
（達成状況の判断 ・・・・・・・・・・・）
（判断理由 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）

○小項目２「・・・・・・」の分析
・
・

②中項目１の達成状況
（達成状況の判断 ・・・・・・・・・・・・）
（判断理由 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
③優れた点及び改善を要する点等
（優れた点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）
（改善を要する点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）
（特色ある点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）

（２）中項目２｢・・・・・・]の達成状況分析
・
・

－○－

○○大学 社会連携

３ 社会との連携、国際交流等に関する目標（大項目）

（１）中項目１｢・・・・・・]の達成状況分析

①小項目の分析
○小項目１「・・・・・・」の分析
a)関連する中期計画の分析
●「・・・・」に係る状況
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （資料・データ等番号）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

資料データの内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （出典）
●「・・・・」に係る状況

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・
・

b)「小項目１」の達成状況
（達成状況の判断 ・・・・・・・・・・・）
（判断理由 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）

○小項目２「・・・・・・」の分析
・
・

②中項目１の達成状況
（達成状況の判断 ・・・・・・・・・・・・）
（判断理由 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
③優れた点及び改善を要する点等
（優れた点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）
（改善を要する点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）
（特色ある点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）

－○－
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第３章 実績報告書の提出方法

－検討中－
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別紙１

暫定評価のスケジュール

国立大学法人等 大学評価・学位授与機構

平

成

自己評価の実施20

～

年

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

平 １月

成

通知
21 ２月

年

提供・公表３月

注）達成状況の評価結果（案）と学部・研究科等の現況分析結果（案）で構成

教育研究評価に関する説明会、実績報告書作成担当者に対する研修会の実施

訪問調査

○訪問調査の確認事項への回答、確認

○面談等の実施

意見の申立て

評価者に対する研修の実施

国立大学教育研究評価委員会

達成状況判定会議、現況分析部会

書面調査

○学部・研究科等の現況分析

（教育・研究の水準及び質の向上度）

○中期計画の実施状況の分析

○中期目標の達成状況の分析

○面談対象者の選定依頼

○訪問調査の確認事項、その他調査内容の送付

評価結果（原案）の作成

国立大学教育研究評価委員会
○評価結果（案） の決定注）

国立大学教育研究評価委員会
○意見の申立てへの対応
○評価結果の確定

実績報告書の提出（６月末日）

○面談対象者の選定

○訪問調査の確認事項への回答の作成

評価結果（案）に対する
意見の申立ての検討

評価結果の受理
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別紙２

「教育水準」の分析に当たって根拠となる資料・データ例

各分析項目ごとに設定した基本的な観点に従って分析を行うに当たっては、目的や状況等に対応し

て適切と判断した資料・データが必要です。以下には、根拠となると考えられる資料・データの例が

示されています。

分析項目 教育の実施体制Ⅰ

観点１－１ 基本的組織の編成

この観点では、学部・研究科等の教育目的（以下「教育目的」という ）を達成するための組織が。

適切に編成されているかについて把握します。

【資料・データ例】

学部・研究科等の内部構成 学科 課程 ・専攻等 学科 課程 ・専攻等別の学生定員と現員 学科 課（ （ ） ）、 （ ） 、 （

程 ・専攻等別の教員組織の構成と専任教員の配置、学部・研究科等別の学内・学外兼務教員数）

観点１－２ 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制

この観点では、教育目的を達成するために、教育内容、教育方法の改善に向けた体制が整備され、

、 、 。どのような取組が行われたか その結果 どのような改善・向上に結び付いたかについて把握します

【資料・データ例】

ファカルティ・ディベロップメントの体制、内容・方法や実施状況、その結果による授業内容・方法の

改善の状況

分析項目 教育内容Ⅱ

観点２－１ 教育課程の編成

この観点では、教育目的を達成するために、教育課程が体系的に編成されているか、授業科目が教

育課程編成の趣旨に沿った適切な配置・内容となっているかについて把握します。

なお 「授業科目の配置」とは、教養教育及び専門教育の配分、必修科目、選択科目等の配当が考、

えられます。

【資料・データ例】

教育課程の内容・構成、シラバス（記述例 、履修要項（記述例 、授業時間割（例 、教養教育の位置付） ） ）

け・内容
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観点２－２ 学生や社会からの要請への対応

この観点では、学生の多様なニーズ、社会からの要請等（学術の発展動向を含む）に対応した教育

課程の編成に配慮しているかについて把握します。

【資料・データ例】

他学部・他専攻等の履修可能科目の履修登録や単位修得状況、単位互換の状況、科目等履修生の状況、

留学プログラムの整備・実施状況、キャリア教育・インターンシップの実施状況

分析項目 教育方法Ⅲ

観点３－１ 授業形態の組合せと学習指導法の工夫

この観点では、教育目的を達成するために、講義、演習、実験、実習等の授業形態がバランス良く

組合されているか、それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされているか、教育課

程の編成の趣旨に沿った適切なシラバスが作成され活用されているかについて把握します （研究科。

では、研究指導の方法や研究指導に関する適切な取組が含まれます ）。

【資料・データ例】

教育課程の内容・構成、シラバス（活用・記述例 、履修要項（記述例 、 ・ の採用状況、授業形） ） TA RA
態や学習指導法にあわせた教室等の活用状況、開設科目別の履修登録者数、主要授業科目への専任教員

の配置

観点３－２ 主体的な学習を促す取組

この観点では、学生の主体的な学習を促す適切な取組が行われているか、単位の実質化への配慮が

なされているかについて把握します。

なお 「単位の実質化」とは、授業時間外の学習時間の確保、組織的な履修指導、履修科目の登録、

の上限設定等、学生の主体的な学習を促し、十分な学習時間を確保するような工夫を指します。

【資料・データ例】

学生の主体的な学習を促す取組、単位の実質化への配慮を示す資料

分析項目 学業の成果Ⅳ

観点４－１ 学生が身に付けた学力や資質・能力

この観点では、各学年や卒業（修了）時等において学生に身に付けさせる学力や資質・能力及び養

成しようとする人材像に照らして、在学中・卒業（修了）時の状況から、教育の成果や効果があがっ

ているかについて把握します。

【資料・データ例】

単位修得状況、進級状況、卒業・修了状況、学位取得状況、資格取得状況、学生が受けた様々な賞の状

況
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学業の成果に関する学生の評価観点４－２

この観点では、各学年や卒業（修了）時等において学生に身に付けさせる学力や資質・能力及び養

成しようとする人材像に照らして、学生からの意見聴取の結果等から、教育の成果や効果があがって

いるかについて把握します。

【資料・データ例】

学業の成果の到達度や満足度を示す調査結果

分析項目 進路・就職の状況Ⅴ

観点５－１ 卒業（修了）後の進路の状況

この観点では、学生に在学中に身に付けさせる学力や資質・能力及び養成しようとする人材像に照

らして、学生の卒業（修了）後の進路・就職状況から、教育の成果や効果があがっているかについて

把握します。

【資料・データ例】

職業別・産業別の就職状況、就職率、進学状況、地域別の就職状況

観点５－２ 関係者からの評価

この観点では、学生に在学中に身に付けさせる学力や資質・能力及び養成しようとする人材像に照

らして、卒業（修了）生や就職先等の関係者からの意見聴取等の結果から、教育の成果や効果があが

っているかについて把握します。

【資料・データ例】

卒業（修了）生や、進路先、就職先等の関係者からの評価結果等を示す資料
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別紙３

「研究水準」の分析に当たって根拠となる資料・データ例

各分析項目ごとに設定した基本的な観点に従って分析を行うに当たっては、目的や状況等に対応し

て適切と判断した資料・データが必要です。以下には、根拠となると考えられる資料・データの例が

示されています。

分析項目 研究活動の状況Ⅰ

観点１－１ 研究活動の実施状況

この観点では、学部・研究科等の研究目的（以下「研究目的」という ）に照らして、研究活動が。

活発に行われているかについて、研究活動の実施状況、研究資金の獲得状況等、研究活動の活性度

を示す客観的な数値データを中心に把握します。

ここでいう「研究活動」とは、基礎研究や応用研究に限らず、技術・品種の創出、診断・治療法

の改善・定着を目指した研究の活動、学術書・実務書・教科書等の出版、海外の学術書・文芸作品

等の翻訳や紹介、総合雑誌のジャーナリズム論文の出版、辞書・辞典の編纂や関連データベースの

作成、政策形成等に資する調査報告書の作成、実務手法の創出、スポーツ・芸術の創作やパフォー

マンス、芸術作品等の修復・発掘・展示等の技術の開発・改良等の、広く教員の創造的活動を指し

ます。

【資料・データ例】

（１）研究の実施状況

論文・著書等の研究業績や学会での研究発表の状況、研究成果による知的財産権の出願・取得状況、共

同研究の実施状況、受託研究の実施状況

（２）研究資金の獲得状況

科学研究費補助金受入状況、競争的外部資金受入状況、共同研究受入状況、受託研究受入状況、寄附金

受入状況、寄附講座受入状況

観点１－２ 共同利用を目的とする組織における共同利用・共同研究の実施状況

この観点では、共同利用を目的とする組織（大学共同利用機関や大学の全国共同利用施設等）を

対象としており、目的に沿った共同利用・共同研究が活発に行われているかについて、客観的な数

値データを中心に把握します。

【資料・データ例】

、 、共同利用・共同研究の実施状況 共同利用・共同研究に関する環境・資源・設備等の提供及び利用状況

共同利用・共同研究の一環として行った研究会等の実施状況
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分析項目 研究成果の状況Ⅱ

観点２－１ 組織を代表する優れた研究業績を基に判断される研究成果の状況

この観点では、研究成果の状況について、学術面、社会、経済、文化面の視点から選定した「学

部・研究科等を代表する優れた研究業績」を基に、研究目的に照らして、関係者の期待に応える成

果があがっているかについて把握します。

【資料・データ】

「学部・研究科等を代表する優れた研究業績リスト及び学部・研究科等を代表する優れた研究業績説明

書」



 - 31 -

 
 
 

 
学部・研究科等を代表する優れた研究業績リスト 

 

法人名  学部・研究科等名  

 

１．学部・研究科等の目的に沿った研究業績の選定の判断基準 (100 字以内)  

 

(②) 

 

 

 

２．「学部・研究科等を代表する優れた業績」として選定した研究業績数及び全教員数 

 

３．選定した研究業績リスト（４．に掲載した業績を除く） 

研究業績の意義(⑦) 
No 研究業績名（⑤） 

細目番号

（⑥） 学術的意義  社会、経済、 
文化的意義 

業績番号（重点的に
取り組む領域）(⑩)

1001   (⑧) （⑱） (⑨) （⑱）  

1002        

1003        

1004        

1005        

1006        

1007        

1008        

1009        

1010        

1011        

                                             

  学術的意義 
社会、経済、

文化的意義 
合計(⑫) 

Ｓ  （⑱）  （⑱）  （⑱） 研究業績件数(⑪)

Ａ  （⑱）  （⑱）  （⑱） 

整理番号(①) ○○－△△ 

Ａ：選定した研究業績数

（③） 

Ｂ：全教員（助教以上の

専任教員）数（④） 

  

 

別紙４
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４．選定した研究業績リスト（当該組織の研究者が含まれていない業績） (⑬) 

研究業績の意義(⑦) 
No 研究業績名（⑤） 

細目番号

（⑥） 学術的意義  社会、経済、 
文化的意義 

業績番号（重点的に
取り組む領域）(⑩)

2001   (⑧) （⑱） (⑨) （⑱）  

2002        

2003        

2004        

2005        

2006        

2007        

2008        

2009        

2010        

2011        

 

 学術的意義
社会、経済、 

文化的意義 
合計(⑮) 

Ｓ  (⑱)  (⑱)  (⑱) 研究業績件数(⑭)

Ａ  (⑱)  (⑱)  (⑱) 

 

 
学術的意義

（合計） 

社会、経済、 

文化的意義 

（合計） 
総計(⑰) 

Ｓ  (⑱)  (⑱)  (⑱) 研究業績件数 

（合計）(⑯) Ａ  (⑱)  (⑱)  (⑱) 
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研究業績リスト作成要領 

 

１．作成に当たっての留意事項 

 ○ このリストは、各法人において学部・研究科等を代表する優れた研究業績として選

定した研究業績についての一覧になります。選定した研究業績については、「学部・

研究科等を代表する優れた研究業績説明書」を別途作成し、その内容を基に、リスト

を作成してください。なお、客員教授等の研究業績を加えたり、１人で複数の研究業

績を出すこともできます。 

 

 ○ 法人において学部・研究科等を代表する優れた研究業績の選定を行うに当たっては、

以下の点に留意してください。 

   ① 対象となる研究業績は、平成 16 年４月～平成 20 年３月の間に公表された研究

業績のうち、当該学部・研究科等で実施された研究（共同利用を目的とする他の

組織で実施された研究を含む）の成果とします。公表されていないもの（ゲラ刷

り段階のものや、刊行予定又は採用は決定しているが未掲載のもの等）は対象と

しません。 

   ② リストに記入することのできる研究業績数は、平成 19 年５月１日に在籍してい

る助教以上の専任教員数の 50%を上限としてください。 

   ③ 次の要件を満たす研究業績を選定してください。 

    ⅰ）学部・研究科等の目的に沿った研究業績であること 

    ⅱ）学術的意義又は社会、経済、文化的意義のいずれかにおいて、次の５段階の

判断区分（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）のうち上位２つの区分（Ｓ及びＡ）に該当す

る研究業績であること 

 

区分 学術的意義 社会、経済、文化的意義 

Ｓ 当該領域において、 
卓越した水準にある 

社会、経済、文化の領域において、 

貢献度が卓越した水準にある 

Ａ 当該領域において、 
優秀な水準にある 

社会、経済、文化の領域において、 

貢献度が優秀な水準にある 

Ｂ 当該領域において、 
良好な水準にある 

社会、経済、文化の領域において、 

貢献度が良好な水準にある 

Ｃ 当該領域において、 
標準的な水準にある 

社会、経済、文化の領域において、 

貢献度が標準的な水準にある 

Ｄ 当該領域において、 
標準的な水準に達していない 

社会、経済、文化の領域において、 

貢献度が標準的な水準に達していない 

 
 

   ④ 共同利用を目的とする組織（大学共同利用機関や大学の全国共同利用施設等）

にあっては、共同利用・共同研究による成果を含めることができます。この場合、

上記②に拘らず、平成 19 年５月１日に在籍している助教以上の専任教員数を上限

とします。このうち、共同利用・共同研究による成果の占める割合については、

各組織において判断してください。 
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２．各欄の記入に当たっての留意事項 

 

  ○「整理番号」欄（①）には、次の方法により記入してください。 

 

            ○○－△△ 

    

    法人番号注）       学部・研究科等の通し番号   

 

  注）法人番号は別添の「国立大学法人等の法人番号一覧」による。 

 

 ○「学部・研究科等の目的に沿った研究業績の選定の判断基準」欄（②）には、研究業

績の選定に当たっての判断の基準について、100 字以内で明確に記入してください。（明

朝体１０ポイント） 

 

 ○「Ａ：選定した研究業績数」（③）欄には、選定した研究業績数を記入してください。

これは「総計」欄（⑰）で記入するＳ及びＡそれぞれの総計数の合計と一致するとと

もに、「Ｂ：全教員（助教以上の専任教員）数」（④）欄に記入する教員数の 50%以下

の数になります。ただし、共同利用を目的とする組織にあっては、100％以下の数にな

ります。 

  「Ｂ：全教員（助教以上の専任教員）数」欄（④）には、平成 19 年５月１日に在籍し

ている助教以上の専任教員数を記入してください。 

 

  ○「研究業績名」欄（⑤）には、「学部・研究科等を代表する優れた研究業績説明書」

に記載の研究業績名を、次の順序で記入してください。なお、「４．選定した研究業

績リスト（当該組織の研究者が含まれていない業績）」に記載の研究業績は除いて下さ

い。 

 

   （記載する研究業績の順序） 

     

ⅰ）細目番号順（昇順） 

 

ⅱ）一つの細目番号で複数の研究業績がある場合の順序 

 

    学術的意義でＳに該当する業績 

（「学部・研究科等を代表する優れた研究業績説明書」の「共同利用・共同研究」欄（⑥）で 

記載無しの業績、「○」記載の業績の順） 

       ↓        

学術的意義でＡに該当する業績 （同上） 

       ↓ 

社会、経済、文化的意義でＳに該当する業績 （同上） 

       ↓ 

社会、経済、文化的意義でＡに該当する業績 （同上） 

 

 ○「細目番号」欄（⑥）には、「学部・研究科等を代表する優れた研究業績説明書」に

記載の細目番号を記入してください。 



 - 35 -

 

 ○「研究業績の意義」欄（⑦）には、「学部・研究科等を代表する優れた研究業績説明

書」に記載の判断結果（Ｓ及びＡ）を記入してください。学術的意義を選択している

場合には「(⑧)」の欄に、社会、経済、文化的意義を選択している場合には「(⑨)」

の欄に記入してください。（複数選択不可） 

 

○「業績番号（重点的に取り組む領域）」欄（⑩）には、「重点的に取り組む領域に係

る優れた研究業績説明書」の「業績番号（重点的に取り組む領域）」欄に記載の番号

を記入してください。 

 

○「研究業績件数」の表（⑪）には、「３．選定した研究業績リスト（４．に掲載した

業績を除く）」に記載されたＳ又はＡに該当する業績数の合計を、学術的意義、社会、

経済、文化的意義別に記入してください。そして、この学術的意義、社会、経済、文

化的意義別に記入された業績数を合計して、「合計」欄（⑫）に記入してください。 

 

○「４．選定した研究業績リスト（当該組織の研究者が含まれていない業績）」（⑬）に

ついては、共同利用を目的とする組織において、共同利用者の研究成果であって、共

同研究者として当該組織の研究者が含まれていない研究業績（「学部・研究科等を代

表する優れた研究業績説明書」の「共同利用・共同研究」欄（⑥）で「◎」記載の業

績）について、上記に準じて記入してください。 

 

○「研究業績件数」の表（⑭）には、「４．選定した研究業績リスト（当該組織の研究

者が含まれていない業績）」に記載されたＳ又はＡに該当する業績数の合計を、学術

的意義、社会、経済、文化的意義別に記入してください。そして、この学術的意義、

社会、経済、文化的意義別に記入された業績数を合計して、「合計」欄（⑮）に記入

してください。 

 

○「研究業績件数（合計）」の表（⑯）には、「３．選定した研究業績リスト（４．に

掲載した業績を除く）」の「研究業績件数」の表（⑪）及び「４．選定した研究業績

リスト（当該組織の研究者が含まれていない業績）」の「研究業績件数」の表（⑭）

に記載された業績数の合計を、学術的意義、社会、経済、文化的意義別に記入してく

ださい。そして、この学術的意義、社会、経済、文化的意義別に記入された業績数を

合計して、「総計」欄（⑰）に記入してください。 

 

○欄（⑱）は、機構の使用欄ですので、記入しないでください。 
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学部・研究科等を代表する優れた研究業績説明書 
 

法人名(③)  学部・研究科等名(④)  

重点的に取り組む領域名(⑤)  

 

共同利用・共同研究(⑥)   分科名（⑦）  細目番号(⑧)  

 

１．研究業績（氏名、論文タイトル、雑誌名、巻、ページ、掲載年等）を記載して下さい。(⑨) 

 
 
 
 
 

２．研究業績の該当区分を○で囲んでください。(⑩) 

１）論文（a．単著  b．共著）（ア．原著論文 イ．総説 ウ．アイに該当せず） 

２）著書（a．単著  b．共著）   

３）創作活動に基づく業績   

４）特許   

５）その他 

３．要旨を記述してください。（200 字以内）(⑪) 

 

 

 

 

４．研究業績の該当する事項を○で囲んでください。（「学術的意義」「社会、経済、文化的意義」いずれか選択）

１）学術的意義 

Ｓ：当該領域において、卓越した水準にある 

Ａ：当該領域において、優秀な水準にある 

２）社会、経済、文化的意義 

  Ｓ：社会、経済、文化の領域において、貢献度が卓越した水準にある 

Ａ：社会、経済、文化の領域において、貢献度が優秀な水準にある 

５．４の該当理由を外部評価結果や客観的指標等を用いて説明してください。（500 字以内）(⑫) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業績番号（学部・研究科等）(①) ○○－△△－××××

業績番号（重点的に取り組む領域）(②) □□－◇◇－▽▽▽▽ 
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研究業績説明書作成要領 
 

１．作成に当たっての留意事項 

 

 ○ この説明書は、各法人において学部・研究科等を代表する優れた研究業績として選

定した研究業績について、作成するものです。 

 

 ○ 各法人における学部・研究科等を代表する優れた研究業績の選定に当たっては、以

下の点に留意することを求めています。 

 

   ① 対象となる研究業績は、平成 16 年４月～平成 20 年３月の間に公表された研究

業績のうち、当該学部・研究科等で実施された研究の成果（共同利用・共同研究

の成果を含む）とします。公表されていないもの（ゲラ刷り段階のものや、刊行

予定又は採用は決定しているが未掲載のもの等）は対象としません。 

   ② リストに記入することのできる研究業績数は、平成 19 年５月１日に在籍してい

る助教以上の専任教員数の 50%を上限としてください。 

   ③ 次の要件を満たす研究業績を選定してください。 

    ⅰ）学部・研究科等の目的に沿った研究業績であること 

    ⅱ）学術的意義又は社会、経済、文化的意義のいずれかにおいて、次の５段階の

判断区分（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）のうち上位２つの区分（Ｓ及びＡ）に該当す

る研究業績であること 

 

区分 学術的意義 社会、経済、文化的意義 

Ｓ 当該領域において、 
卓越した水準にある 

社会、経済、文化の領域において、 

貢献度が卓越した水準にある 

Ａ 当該領域において、 
優秀な水準にある 

社会、経済、文化の領域において、 

貢献度が優秀な水準にある 

Ｂ 当該領域において、 
良好な水準にある 

社会、経済、文化の領域において、 

貢献度が良好な水準にある 

Ｃ 当該領域において、 
標準的な水準にある 

社会、経済、文化の領域において、 

貢献度が標準的な水準にある 

Ｄ 当該領域において、 
標準的な水準に達していない 

社会、経済、文化の領域において、 

貢献度が標準的な水準に達していない 

 

   ④ 共同利用を目的とする組織にあっては、共同利用・共同研究による成果を含め

ることができます。この場合、上記②に拘らず、平成 19 年５月１日に在籍してい

る助教以上の専任教員数を上限とします。このうち、共同利用・共同研究による

成果の占める割合については、各組織において判断してください。 

 

 ○ この説明書は１業績について１葉で作成してください。ページを増やすことはでき

ません。 

 

 
２．各欄の記入に当たっての留意事項 

 
○ 「業績番号（学部・研究科等）」欄（①）には、次の方法により記入してください。 
 
           ○○－△△－×××× 
    
  法人番号注）   学部・研究科等番号  学部・研究科等の業績の通し番号（「学部・

研究科等を代表する優れた研究業績リスト」記載

の業績番号） 

 
   注）法人番号は別添の「国立大学法人等の法人番号一覧」による。 
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 ○ 「業績番号（重点的に取り組む領域）」欄（②）は、当該研究業績について、別途「重

点的に取り組む領域に係る優れた研究業績説明書」を作成する場合には、次の方法に

より記入してください。 

 

           □□－◇◇－▽▽▽▽ 

    

 法人番号  重点的に取り組む領域の通し番号  重点的に取り組む領域の業績の 

通し番号（「重点的に取り組む領域説

明書」記載の業績番号） 

 

 

 ○ 「法人名」欄（③）及び「学部・研究科等名」欄（④）は、必ず記入してください。 

 

 ○ 「重点的に取り組む領域名」欄（⑤）は、当該研究業績について、別途「重点的に

取り組む領域に係る優れた研究業績説明書」としても作成する場合には記入してくだ

さい。 

 

○ 「共同利用・共同研究」欄（⑥）では、当該研究業績が共同利用・共同研究による

成果である場合には、○を記入してください。ただし、共同利用者の研究成果であっ

て、共同研究者として当該組織の研究者が含まれていない場合には、◎を記入してく

ださい。 

 

○ 「分科名」欄（⑦）と「細目番号」欄（⑧）には、評価を受けるにふさわしい区分

として、科学研究費補助金の「分科名」と「細目番号」を記入してください。 

 

 

○ 「１」欄（⑨）では、共著者名全員を書き切れなければ一部を省略しても構いませ

んが、共著者の総数が分かるよう、「他、計ＸＸ名」として下さい。 

 

○ 「２」欄（⑩）で、「創作活動に基づく業績」は、技術装置・データベース・ソフト

ウェア等の開発、建築、デザイン、音楽、絵画、工芸、書道などの作品や発表の記録

を含みます。また、「その他」は、スポーツの記録など１）～４）に該当しないものが

対象となります。 

 

 ○ 「３」欄（⑪）は 200 字以内で簡潔に記入してください。（明朝体 10 ポイント） 

 

 ○ 「５」欄（⑫）は 500 字以内で記入してください。（明朝体 10 ポイント） 
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共同利用・共同研究(①)  
     
 
 

重点的に取り組む領域説明書 
 

法人名  研究所名 (③)  

執筆者名  

 

重点的に取り組む領域名 

 

 

 

１．重点的に取り組む領域の目的及び目指す水準を記述してください。（100 字以内）(④) 

 

 

 

２．重点的に取り組む領域の概要及び達成状況等を記述してください。（400 字以内）(⑤) 

 

 

 

 

 

 

 

３．重点的に取り組む領域への主な参加者及び分担内容を記載してください。(⑥) 

（他の参加者を含め合計○○名）

  （※他機関の参加者も含む。） 

氏 名 所属（学部・研究科等） 職 名 専門分野 分担内容 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

４．重点的に取り組む領域に使用した資金の総額と資金源の名称を記載してください。  

 

 

 

 

整理番号 (②) □□－◇◇

(⑳) (⑳) 

別紙５
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５．重点的に取り組む領域に係る優れた研究業績（６．に掲載した業績を除く）を記載してください。 

 

研究業績の意義(⑨) 
No 研究業績名（⑦） 

細目番号

（⑧） 学術的意義  社会、経済、 
文化的意義 

学部・研究科等を代
表する優れた研究
業績番号 (⑫) 

3001   (⑩) （⑳） (⑪) （⑳）  

3002        

3003        

3004        

3005        

3006        

3007        

3008        

3009        

                                

  学術的意義 
社会、経済、

文化的意義 
合計(⑭) 

Ｓ  （⑳）  （⑳）  （⑳） 研究業績件数(⑬)

Ａ  （⑳）  （⑳）  （⑳） 

 

６．重点的に取り組む領域に係る優れた研究業績（当該組織の研究者が含まれていない業績）を記載して

ください。（⑮） 

研究業績の意義(⑨) 
No 研究業績名（⑦） 

細目番号

（⑧） 学術的意義  社会、経済、 
文化的意義 

学部・研究科等を代
表する優れた研究
業績番号 (⑫) 

4001   (⑩) （⑳） (⑪) （⑳）  

4002        

4003        

4004        

4005        

4006        

4007        

4008        

4009        

 

 学術的意義
社会、経済、 

文化的意義 
合計(⑰) 

Ｓ  (⑳)  (⑳)  (⑳) 研究業績件数(⑯)

Ａ  (⑳)  (⑳)  (⑳) 

 

 
学術的意義

(合計) 

社会、経済、 

文化的意義 

（合計） 
総計(⑲) 

Ｓ  (⑳)  (⑳)  (⑳) 研究業績件数 

（合計）(⑱) Ａ  (⑳)  (⑳)  (⑳) 
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重点的に取り組む領域説明書作成要領 
 
１．作成に当たっての留意事項 

○ この説明書でいう「重点的に取り組む領域」とは、中期目標・中期計画に記載して

いる重点的に取り組む研究や「共同利用等に関する目標」に記載している共同利用・

共同研究等を指します。 

なお、「重点的に取り組む領域」を中期目標・中期計画に当初記載していない場合で

も、その後、重点的に実施することになった研究を含めることができます。 

  
○ この説明書では、重点的に取り組む領域に係る優れた研究業績として選定した研究

業績についての一覧を記載することになっています。選定した研究業績については、

「重点的に取り組む領域に係る優れた研究業績説明書」を別途作成し、その内容を基

に一覧を作成してください。 

なお、選定した研究業績が、「学部・研究科を代表する優れた研究業績説明書」と

同じ研究業績であっても、それぞれ説明書を作成してください。 

 

 ○ 法人において重点的に取り組む領域に係る優れた研究業績の選定に当たっては、以

下の点に留意してください。 

   ① 対象となる研究業績は、平成 16 年４月～平成 20 年３月の間に公表された研究

業績とします。公表されていないもの（ゲラ刷り段階のものや、刊行予定又は採

用は決定しているが未掲載のもの等）は対象としません。 

② 学術的意義又は社会、経済、文化的意義のいずれかにおいて、次の５段階の判

断区分（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）のうち上位２つの区分（Ｓ及びＡ）に該当する研

究業績を選定してください。 

 

区分 学術的意義 社会、経済、文化的意義 

Ｓ 当該領域において、 
卓越した水準にある 

社会、経済、文化の領域において、 

貢献度が卓越した水準にある 

Ａ 当該領域において、 
優秀な水準にある 

社会、経済、文化の領域において、 

貢献度が優秀な水準にある 

Ｂ 当該領域において、 
良好な水準にある 

社会、経済、文化の領域において、 

貢献度が良好な水準にある 

Ｃ 当該領域において、 
標準的な水準にある 

社会、経済、文化の領域において、 

貢献度が標準的な水準にある 

Ｄ 当該領域において、 
標準的な水準に達していない 

社会、経済、文化の領域において、 

貢献度が標準的な水準に達していない 

 

   ③ 共同利用を目的とする組織（大学共同利用機関や大学の全国共同利用施設等）

にあっては、共同利用・共同研究による成果を含めることができます。 
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２．各欄の記入に当たっての留意事項 

 

○ 「共同利用・共同研究」欄（①）では、中期目標・中期計画の「共同利用等に関す

る目標」に記載している共同利用・共同研究である場合には、○を記入してください。 

 

○ 「整理番号」欄（②）には、次の方法により記入してください。 

 

           □□－◇◇ 

    

   法人番号注）        重点的に取り組む領域の通し番号   

 
   注）法人番号は別添の「国立大学法人等の法人番号一覧」による。 
 

 ○ 「研究所」欄（③）には、重点的に取り組む領域の実施主体となる研究所名を記載

してください（大学共同利用機関法人のみ）。複数の研究所で実施している場合には全

ての研究所名を記載してください。 

 

 ○ 「１」欄（④）には、重点的に取り組む領域の目的及び目指す水準について、100 字

以内で記入してください。中期目標・中期計画に、重点的に取り組む領域の目的及び

目指す水準が記載されている場合には、それを転載してください。（明朝体 10 ポント） 

 

○ 「２」欄（⑤）には、当該重点的に取り組む領域の目的の達成（進捗）状況について

簡潔に記入するとともに、当該重点的に取り組む領域の水準について、「６」欄の研究

業績の内容及び水準に言及しながら、400 字以内で記入してください。（明朝体 10 ポン

ト） 

研究業績としてまとまっていない場合には、研究活動の進捗状況について、簡潔に

記入してください（水準については言及する必要はありません）。 

 

○ 「３」欄（⑥）には、当該重点的に取り組む領域の主な分担者について、10 人以内

で記入してください。各自の分担内容について、「分担内容」欄に簡潔に記入してくだ

さい。なお、分担が明確にできない場合は記入しなくても結構です。また、上記の分

担者を含め、当該重点的に取り組む領域への参加者数を記入してください。 

 

○ 「研究業績名」欄（⑦）には、「重点的に取り組む領域に係る優れた研究業績説明書」

に記載の研究業績名を、次の順番で記入してください。 

 
   （記載する研究業績の順序） 
      

ⅰ）細目番号順（昇順）  

 

 ⅱ） 一つの細目番号で複数の研究業績がある場合の順序 

 

        学術的意義でＳに該当する業績 

       ↓ 

学術的意義でＡに該当する業績 

       ↓ 
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社会、経済、文化的意義でＳに該当する業績 

       ↓ 

社会、経済、文化的意義でＡに該当する業績 

   

○「細目番号」欄（⑧）には「重点的に取り組む領域に係る優れた研究業績説明書」に

記載の細目番号を記入してください。 

 

 ○「研究業績の意義」欄（⑨）には、「重点的に取り組む領域に係る優れた研究業績説

明書」に記載の判断結果（Ｓ及びＡ）を記入してください。学術的意義を選択してい

る場合には「(⑩)」の欄に、社会、経済、文化的意義を選択している場合には「(⑪)」

の欄に記入してください。（複数選択不可） 

 

○「学部・研究科等を代表する優れた研究業績番号」欄（⑫）では、当該研究業績が、「学

部・研究科等を代表する優れた研究業績リスト」（別紙４）で取り上げた研究業績と同

一である場合には、「学部・研究科等を代表する優れた研究業績説明書」の「業績番号

（学部・研究科等）」を記入してください。 

           ○○－△△－×××× 

    

 法人番号    学部・研究科等番号  学部・研究科等の業績の通し番号   

 

○「研究業績件数」の表（⑬）には、「５．」に記載されたＳ又はＡに該当する業績数の

合計を、学術的意義、社会、経済、文化的意義別に記入してください。そして、この

学術的意義、社会、経済、文化的意義別に記入された業績数を合計して、「合計」欄

（⑭）に記入してください。 

 

○「６．」（⑮）については、共同利用者の研究成果であって、共同研究者として当該組

織の研究者が含まれていない研究業績（「重点的に取り組む領域に係る優れた研究業績

説明書」の「共同利用者業績」欄（⑥）で「◎」記載の業績）について、上記に準じ

て記入してください。 

 

○「研究業績件数」の表（⑯）には、「６．」に記載されたＳ又はＡに該当する業績数

の合計を、学術的意義、社会、経済、文化的意義別に記入してください。そして、こ

の学術的意義、社会、経済、文化的意義別に記入された業績数を合計して、「合計」

欄（⑰）に記入してください。 

 

○「研究業績件数（合計）」の表（⑱）には、「５．」の「研究業績件数」の表（⑬）

及び「６．」の「研究業績件数」の表（⑯）に記載された業績数の合計を、学術的意

義、社会、経済、文化的意義別に記入してください。そして、この学術的意義、社会、

経済、文化的意義別に記入された業績数を合計して、「総計」欄（⑲）に記入してく

ださい。 

 

○ 欄（⑳）は、機構の使用欄ですので、記入しないで下さい。 
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重点的に取り組む領域に係る優れた研究業績説明書 
 

法人名(③)  学部・研究科等名(④)  

重点的に取り組む領域名(⑤)  

 

共同利用者業績(⑥)   分科名（⑦）  細目番号(⑧)  

 

１．研究業績（氏名、論文タイトル、雑誌名、巻、ページ、掲載年等）を記載して下さい。(⑨) 

 
 
 
 
 

２．研究業績の該当区分を○で囲んでください。(⑩) 

１）論文（a．単著  b．共著）（ア．原著論文 イ．総説 ウ．アイに該当せず） 

２）著書（a．単著  b．共著）   

３）創作活動に基づく業績   

４）特許   

５）その他 

３．要旨を記述してください。（200 字以内）(⑪) 

 

 

 

 

４．研究業績の該当する事項を○で囲んでください。（「学術的意義」「社会、経済、文化的意義」いずれか選択）

１）学術的意義 

Ｓ：当該領域において、卓越した水準にある 

Ａ：当該領域において、優秀な水準にある 

２）社会、経済、文化的意義 

  Ｓ：社会、経済、文化の領域において、貢献度が卓越した水準にある 

Ａ：社会、経済、文化の領域において、貢献度が優秀な水準にある 

５．４の該当理由を外部評価結果や客観的指標等を用いて説明してください。（500 字以内）(⑫) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業績番号（学部・研究科等）(①) ○○－△△－××ＸＸ

業績番号（重点的に取り組む領域）(②) □□－◇◇－▽▽▽▽ 
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重点的に取り組む領域に係る優れた研究業績説明書作成要領 
 

１．作成に当たっての留意事項 

 

 ○ この説明書は、「重点的に取り組む領域説明書」の研究業績リスト一覧において優

れた研究業績として選定した研究業績について、作成するものです。 

 

 ○ 各法人における重点的に取り組む領域に係る優れた研究業績説明書の選定に当たっ

ては、以下の点に留意してください。 

 

   ① 対象となる研究業績は、平成 16 年４月～平成 20 年３月の間に公表された研究

業績とします。公表されていないもの（ゲラ刷り段階のものや、刊行予定又は採

用は決定しているが未掲載のもの等）は対象としません。 

② 学術的意義又は社会、経済、文化的意義のいずれかにおいて、次の５段階の判

断区分（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）のうち上位２つの区分（Ｓ及びＡ）に該当する研

究業績を選定してください。 

 

区分 学術的意義 社会、経済、文化的意義 

Ｓ 当該領域において、 
卓越した水準にある 

社会、経済、文化の領域において、 

貢献度が卓越した水準にある 

Ａ 当該領域において、 
優秀な水準にある 

社会、経済、文化の領域において、 

貢献度が優秀な水準にある 

Ｂ 当該領域において、 
良好な水準にある 

社会、経済、文化の領域において、 

貢献度が良好な水準にある 

Ｃ 当該領域において、 
標準的な水準にある 

社会、経済、文化の領域において、 

貢献度が標準的な水準にある 

Ｄ 当該領域において、 
標準的な水準に達していない 

社会、経済、文化の領域において、 

貢献度が標準的な水準に達していない 

 
③ 共同利用を目的とする組織にあっては、共同利用・共同研究による成果を含め
ることができます。 

 

 ○ この説明書は１業績について１葉で作成してください。ページを増やすことはでき

ません。 

 

 
２．各欄の記入に当たっての留意事項 

 

○ 「業績番号（学部・研究科等）」欄（①）は、当該研究業績について、研究の現況分

析における「学部・研究科等を代表する優れた研究業績説明書」としても作成する場

合に、次の方法により記入してください。 

 

           ○○－△△－×××× 

    

    法人番号    学部・研究科等番号  学部・研究科等の業績の通し番号（「学部

研究科等を代表する優れた研究業績リスト」記

載の業績番号） 

 

   注）法人番号は別添の「国立大学法人等の法人番号一覧」による。 

 

 ○ 「業績番号（重点的に取り組む領域）」欄（②）は、次の方法により記入してくださ

い。 
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           □□－◇◇－▽▽▽▽ 

    

 法人番号  重点的に取り組む領域の通し番号  重点的に取り組む領域の業績の 

通し番号（「重点的に取り組む領域説

明書」記載の業績番号） 

 

 ○ 「法人名」欄（③）、「学部・研究科等名」欄（④）及び「重点的に取り組む領域名」

欄（⑤）は、必ず記入してください。 

 

 

○ 「共同利用者業績」欄（⑥）では、共同利用者の研究成果であって、共同研究者と

して当該組織の研究者が含まれない業績には◎を記入してください。 

 

○ 「分科名」欄（⑦）と「細目番号」欄（⑧）には、評価を受けるにふさわしい区分

として、科学研究費補助金の「分科名」と「細目番号」を記入してください。 

 

 

○ 「１」欄（⑨）では、共著者名全員を書き切れなければ一部を省略しても構いませ

んが、共著者の総数が分かるよう、「他、計ＸＸ名」として下さい。 

 

○ 「２」欄（⑩）で、「創作活動に基づく業績」は、技術装置・データベース・ソフト

ウェア等の開発、建築、デザイン、音楽、絵画、工芸、書道などの作品や発表の記録

を含みます。また、「その他」は、スポーツの記録など１）～４）に該当しないものが

対象となります。 

 

 ○ 「３」欄（⑪）は 200 字以内で簡潔に記入してください。（明朝体 10 ポイント） 

 

 ○ 「５」欄（⑫）は 500 字以内で記入してください。（明朝体 10 ポイント） 
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参考資料

評価報告書のイメージ

中期目標の達成状況に関する評価結果

中期目標の達成状況に関する評価結果

○○大学

平成２０年○月

大学評価・学位授与機構

○○大学

教育に関する目標Ⅰ

１．達成状況の評価結果

目標の達成状況が良好である。

２．評価結果の判断理由

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。
（教育・研究水準に関する国立大学法人等全体での特徴、注目すべき質の向上が見られたも
のの指摘を含む）

３．中期目標ごとの評価

(1)教育の成果に関する目標
目標の達成状況が良好である。

(2)教育内容等に関する目標
目標の達成状況が良好である。

(3)教育の実施体制等に関する目標
目標の達成状況が良好である。

(4)学生への支援に関する目標
目標の達成状況が良好である。

４．優れた点、改善を要する点、特色ある点
（優れた点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）
（改善を要する点 ・・・・・・・・・・・・・）
（特色ある点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）

－1－

○○大学

研究に関する目標Ⅱ

１．達成状況の評価結果

目標の達成状況が良好である。

２．評価結果の判断理由

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。
（教育・研究水準に関する国立大学法人等全体での特徴、注目すべき質の向上が見られたも
のの指摘を含む）

３．中期目標ごとの評価

(1)研究水準及び研究の成果等に関する目標
目標の達成状況が良好である。

(2)研究実施体制等の整備に関する目標
目標の達成状況が良好である。

４．優れた点、改善を要する点、特色ある点
（優れた点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）
（改善を要する点 ・・・・・・・・・・・・・）
（特色ある点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）

－2－

○○大学

その他の目標Ⅲ

１．達成状況の評価結果

目標の達成状況が良好である。

２．評価結果の判断理由

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。
（教育・研究水準に関する国立大学法人等全体での特徴、注目すべき質の向上が見られたも
のの指摘を含む）

３．中期目標ごとの評価

社会との連携、国際交流等に関する目標
目標の達成状況が良好である。

４．優れた点、改善を要する点、特色ある点
（優れた点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）
（改善を要する点 ・・・・・・・・・・・・・）
（特色ある点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・）

－3－
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学部・研究科等の教育に関する現況分析結果

○○学部

Ⅰ ・・・・・・・・・・・・・1-2教育水準

Ⅱ ・・・・・・・・・・・・1-3質の向上度

－教育1-1－

学部・研究科等の教育に関する現況分析結果

1-1１．○○学部

2-1２．△△学部

3-1３．□□研究科

4-1４．◇◇研究科

・

・

・

・

・

・

・

・

○○大学○○学部

教育水準Ⅰ

１．学部・研究科等の状況

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

（各項目ごとの判断内容の説明等を記述）

２．分析項目ごとの水準

(1)教育の実施体制
期待される水準を上回っている。

(2)教育内容
期待される水準である。

(3)教育方法
期待される水準である。

(4)学業の成果
期待される水準である。

(5)進路・就職の状況
期待される水準である。

－教育1-2－

○○大学

意見の申立て及びその対応Ⅳ

１．申立ての内容 ２．申立てへの対応

・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・。
・・・・・・・・・・・・・・・・。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・。
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・。

－4－
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学部・研究科等の研究に関する現況分析結果

・・・・・・・・・・

○○大学○○学部

質の向上度Ⅱ

１．質の向上度

相応に改善・向上している。

２．注目すべき質の向上

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

－教育1-3－

△△学部

Ⅰ ・・・・・・・・・・・・・2-2教育水準

Ⅱ ・・・・・・・・・・・・2-3質の向上度

－教育2-1－

学部・研究科等の研究に関する現況分析結果

１．○○学部 1-1

2-1２．△△学部

3-1３．□□研究科

4-1４．◇◇研究科

5-1５．◎◎研究所

・

・

・

・

・

・

・
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・ ・

） 、 。注１ は 対象国立大学法人等から提出された意見の申立て書から原則として原文のまま転載します

注２）評価結果を公表する際、対象国立大学法人から提出された実績報告書を併せて公表します。

注３）本様式は今後変更が生じる可能性があります。

○○学部

Ⅰ ・・・・・・・・・・・・・1-2研究水準

Ⅱ ・・・・・・・・・・・・1-3質の向上度

－研究1-1－

○○大学○○学部

質の向上度Ⅱ

１．質の向上度

相応に改善・向上している。

２．注目すべき質の向上

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

－研究1-3－

○○大学○○学部

研究水準Ⅰ

１．学部・研究科等の状況

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

（各項目ごとの判断内容の説明等を記述）

２．分析項目ごとの水準

(1)研究活動の状況
期待される水準を上回っている。

(2)研究成果の状況
期待される水準である。

－研究1-2－

△△学部

Ⅰ ・・・・・・・・・・・・・2-2研究水準

Ⅱ ・・・・・・・・・・・・2-3質の向上度

－教育2-1－




